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未来社会に向けた先進複合材料技術
未来の交通社会・介護や農業などの新サービス・社会のレジリエンス向上
に向けた新素材CFRTPとその社会実装技術に関する研究を⾏っています
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繊維直径︓5〜7 μm

炭素繊維強化プラスチックス
（CFRP）
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CFRTP部材 ＋174 kg

計 ▲410 kg

1380→970 kg ▲30%

ガソリン車燃費 ▲22.5%
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従来のCFRP（熱硬化性CFRP）の利点
 軽い（⽐重約1.8）

スチールの1/4、アルミの2/3
 電気・熱の伝導性が良い
 ⼨法安定性が良い、錆びない

従来のCFRP（熱硬化性CFRP）の⽋点
 ⾼コスト、低量産性
 複雑形状に不向き
 リサイクルに不向き

↓
不連続CFRTP（熱可塑性CFRP）で解決

 航空・宇宙
 スポーツ
 電⼦機器筐体
 圧⼒容器
 ⾵⼒発電ブレード
 ⾃動⾞
 ロボットアーム
 インフラストラクチャー
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未来の交通社会のためのCFRTP
電気⾃動⾞・⾃動運転・シェアリング等による未来の交通・物流システムに寄与すべく、軽量性・
量産性・信頼性・リサイクル性などのニーズを満たすCFRTP（炭素繊維強化熱可塑性樹脂）を開
発しています。

CFRPボディーの曲げ剛性解析

研究室HP

新サービスのための⾰新シミュレーション技術
スポーツ・医療・介護・農業等における⽀援スーツやロボットにおいては、量産性よりも意匠性・強靭性・⾼賦形
性・快適性等の機能が求められます。X線CT・モーダルアナライザー等の各種先進測定技術による⾼詳細デジタル
データベースをもとに製品ごとに最適で柔軟なコンピューターシミュレーション設計技術を開発しています。

社会のレジリエンス向上のためのハイブリッド材料
災害時等の社会のレジリエンス向上のため、浮遊性・耐久性・補修性・再利⽤性等に優れた建築・
インフラ⽤構造材料として、繊維強化シートによるハイブリッド材料を開発しています。

CFRPによる⾃動⾞の軽量化効果

世界初のCFRP量産電気⾃動⾞（BMW i3）

電気⾃動運転コンセプト
カー（トヨタ）

⾃動配達物流システム

モーダルテスト

CFRP進⾏性破壊モデリング モンテカルロ法によるCFRP⼒学特性の正規分布有意性検証モデル

CFRPマルチスケール繊維配向の可視化

CFRP等価介在物法モデリング

CFRPスプリングバック軽量材料

CF/AFRPミルフィーユ⾼靭性材料
⽔に浮く（⽐重＜１）CFRPサンドイッチ材料

専攻HP


